
（３）保健所の概要 

 

〔沿 革〕 
昭和１２年 ４月 保健所法交付される。 

昭和１８年１１月 設立認可される。 

昭和２０年 ２月 設立。管轄区域は、武儀郡（金山町、菅田町、神渕村、坂の東村、上麻生村を除く。）

及び郡上郡（東村、和良村を除く。）で関市元重町元関市公民館を仮庁舎とする。 

昭和２２年 ９月 保健所法全面改正（昭和２３年１月１日施行）により、衛生行政は警察行政から分

離し衛生部所管となる。 

昭和２５年 ８月 郡上保健所設立により郡上郡が分離する。 

昭和２５年１０月 関市誕生により、管轄は関市、武儀郡となる。 

昭和２６年 ８月 関市川間町１へ庁舎を移転する。 

昭和２９年 ４月 美濃市誕生により、管轄は関市、美濃市、武儀郡となる。 

昭和２９年 ８月 機構改革により、庶務、衛生、保健予防の三課制がしかれる。 

昭和３２年 ９月 県行政組織規則の制定により庶務課を総務課へ課名変更する。 

昭和３４年 ７月 中濃公衆衛生協議会が発足する。 

昭和４８年１０月 中濃総合庁舎の建設に伴い現在地へ移転する。 

昭和５２年 ４月 県行政組織規則の改正により保健予防課から保健婦室を分離設置する。 

平成 ３年 ４月 県行政組織規則の改正により総務課に企画調整係を設置する。 

平成 ６年 ６月 地域保健対策強化のための関係法律の整備に関する法律の公布 

平成 ７年 ４月 県行政組織規則の改正により副所長を新設し、保健婦室を保健指導課、保健婦係を

保健指導係とし、また、試験検査課を２係とする。 

平成 ９年 ４月 試験検査課を２係から１係（検査係）とする。 

平成１２年 ４月 機構改革により生活衛生課１係、健康増進課２係がしかれる。 

試験検査課は、中濃地域保健所へ、廃棄物などの環境関係業務は、振興局に移管す

る。 

平成１５年 ４月 機構改革により、係を廃止し担当制とする。 

平成１７年 ２月 市町村合併により、管轄は関市、美濃市となる。 

平成２０年 ４月 県行政組織規則の改正により、総務課２担当を設置する。 

中濃保健所から郡上センターが移管される。 

平成２１年 ４月 県行政組織規則の改正により、郡上センター健康増進担当が統廃合され健康増進課

に移管される。また、総務課２担当が１担当に統合される。 

平成２４年 ４月 県行政組織規則の改正により、担当制が廃止され、総務課１係、生活衛生課２係、

健康増進課４係となる。 

 



〔機 構〕 

 

 

 

 

 

（平成２４年４月１日現在） 

所長 

総務課 

生活衛生課 

健康増進課 

管理調整・医事係 

  庶務、医療従事者等の免許申請 

  人口動態、医事、統計 等 

食品指導係 

  食品衛生、と畜検査 等 

薬事・衛生指導係 

  環境営業、薬事、水道、献血 

  狂犬病予防 等 

保健予防第一係 

  結核予防、感染症、予防接種 

  特定疾患 等 

保健予防第二係 

  精神保健福祉、原爆被害者医療 等 

保健指導第一係 

  健康づくり、栄養改善指導 等 

保健指導第二係 

  母子保健、老人保健 

  保健医療福祉の連携 等 


